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2001年新年懇親会、開催。佐山氏の講演に感動。
新年懇親会は1月 14日 (日 )午後5時から
ウエスティンホテル東京で開催された。

第 一部は講演会で、浅海幹事長の司会で

進められた。まず真仁田会長が新年の挨拶

の後、当日の講演は、ノンフィクション作

家佐山和夫氏。アメリカプロ野球初の日本

人プレーヤー・ジャップミカドが、早稲田

野球部出身の二神吾朗氏であったことをつ

きとめるまでの波瀾万丈の物語であり、こ

の三神吾朗氏を仲立ちする不思議な巡り合

いが、日黒稲門会員の桑野祐光・八幡和三

郎両氏の間であったことを紹介された。八

幡氏による佐山氏の経歴紹介の後ただちに

講演に入ったが、佐山氏の熱のこもった講

'・

~裏
面に掲載)終 了後、感動の覚めやら

に夕内で、11神氏次女順子さんの夫である

会員の桑野氏から、 :三神吾朗氏の 1人の息

女を始めとする縁戚の方の紹介があった。

なかでも元東京女子医大附属病院長で現役

の医師、96歳の三神美和さんのカクシャク

たる立ち姿には、期せずして大きなどよめ

きと盛大な拍手が起き会場を盛 り上げた。

第一部閉会の挨拶を述べた土川幹事長は、

たまたま三神吾朗氏の母校甲府中学 (現甲

府 ・高)の後輩にあたり、和歌山県から遠

路講演に上京された佐山氏に賛辞と謝辞を

述べ、盛大な拍手のなか第一部を終了した。

第 1部の懇親会は海沼副会長の総合司会

で、鈴木副会長の挨拶に続き、元東映フラ

イヤーズの名二塁手として活躍した松岡幹

事から、稲門倶楽部 (野球OB会 )の会長
大道信敏氏が紹介された。大道氏は、自分

こそ佐山氏に次ぐ三神氏の認識者であると

述べ、三神氏の遺族から寄託されているユ

ニホームは、野球部創立100年 を機に野球

部の安倍寮記念室に展示したいと挨拶された。

引き続き横山副会長の乾杯の音頭で会食

に入 り、場内各所に懇親の輸が広がった。

今回は家族同伴のパーティーであり、20名

を越す女性が参加されたが、円卓を囲んだ

楽しい語り合いが続き、予定を半時ほどオ

ーバーしたはどであった。

閉会にあたり、中沢副会長は出席者に御

礼を述べ閉会を告げ、最後に小林一光氏の

発声で「都の西北」を声高らかに歌い、な

ごやかな雰囲気の中に閉会した。

なお記念として、大竹幹事が苦心して作

り上げた会員地図が配られた。これは会員

の顔写真が日黒区地図のなかの居住地に表

示されているという優れもので、今後の一

層の親睦に役立つと期待されている。

熱のこもつた佐山氏の講演



2θθθ年の1ヒ京・西安・土海 申国
‖黒稲門会 illlによる中国旅行は、ll月ア11か ら12‖ までの5泊6Hの ‖lllで北京

西安  1海をlll光 して,1っ た 参加者は
'(仁

lll勉 (会 1:)と 妬1の亜績 千香ご姉妹、

阿部喜久It(‖」会lt)こ 夫た、樋|1定広 (1'務 ム1 lt,ご人去、林||1雅敏 (監 11'ご

夫妻、それに
'1者

と家内の総勢H名 (参加者のうち、メ〔仁III T呑 さんは」ll在、北京

の大学に留学中で北京空港で私達 行に合流|

私ilは、メ:1111氏 を除き、中1可旅行は初めてで、 大きな‖l待 と興味をもって||か
けることになった  メ111‖ 1ltlよ 、 都li'に :光〕餃してから‖J知ドli‖ |イ tを i llじ、 オ|に副知|

11の時に東京都と北京「の友好交流
:|「業の取 )i'tめ をされた111「 者としてりi務オ1合

せ等のため、何Ⅲlか中可を|力 |‖され、それを含めると中国へは14卜 Jも 行かれている

それだけに、 111に ,́いて111旨が深く、  イ「の案内イ1と してはくらオした時間内におヽヽ
て足非ともみたい

“

サl光 jLの選択をお任せすることになった 中11旅行が初めての″、
辻にとって、 まことに良き先上を得たと|よ llllし ている
以卜、‖11に したが ,́て 、 i:な llll)し地などをイ1介 してみよう

11月 7日 (火)成田国際空港は小雨。北京は晴れ。

●成||1国 際空港
′
li前 lll 110分 発|1本航空JL78111_で  路北京ヘ

′
li後 2時 3()ウント港にてりι地ガイドの劉暁|り lさ んの出i型えをうける 20人来りの

私達 tり川のマイクロバスでいったん北京ヒルトンホテルに 11ち寄り、1ケ物を

置く

天 壇 公 園

最初のlLjl光 地で、りl・ 清1月 をi口 じて嗜L帝が人の‖1に ′i穀 11穣 をlLっ たところで

ある:天 11公 国のシンボルは、ひときわ‖立つ「テい琉璃色の「祈年殿Jで 、高

さ38メ ートルのメしい 11の 11′ ilが、北京の秋の「I空に溶け合うその美しさに
'と惚れる

○夜は、ニューオータニl(1=ffllx店 「牡月苑Jに て名物の北京ダックで夕食を

とる

11月 8日 (水 )曇 り空

明 の 十三 陵

りl代のlil帝 13人 が眠る|た基が広大な山麓に点在しており、そのうちの つ「定
陵 1長 人な地 卜官殿 )」 を1訪ねる 人11か ら中高10メ ートルの人fT石の道が‖まで
約100メ ートル続き、両側にイi像の獅 r、 象、‖j、 剋t麟、文lf・ 武官の人物像が、

向かい合って
'」

をなしている様はlL観である

万 里 の長 城

人類史 11最 人の 11代建造物「万 111の 1(城 ・ノヽ達社tJを ロープウェイで登る 全
長6千キロに及ぶ人城11で 、高さ約6～ 9メ ートル、|、三さ45メ ートルあり、イド秋戦

1可 H寺代に辺境をするためその 部を築き、後に奏の始囁L帝が大1曽築を行った
入力だけでこのようなll人 な城壁が作られたことは驚 ,1であり、いかに・1時の

lltt I:事の技術水lllが高かったかを物言liっ ていると同時に、中国という1可の底

知れぬエネルギーと人間の力の住人さをまざまざと,とせつけられた感を強くす

る

○夜はノ」削麺でイ「名な山 ll l llの 夕食をとる

11月 9日 (木 )曇 り空

故 富 博 物 院

かつて紫禁城と呼ばれ、約50()1'間 にわた 1)、 |り 1と ,「iのい代 11帝が暮らした IL卜 ;

である 東西の申175()メ ートル、 打北の長さ960メ ートル、前i積が72平 方メート
ルで 1重の城1“ にpHま れているりL界最人の「 f殿である lllltの外には11かな水

をたたえた幅52メ ートル、深さ6メ ートルのお,1がある この広人な敷地の中に
太和殿、中和殿、保和殴、珍■11の豪JI:な 建物が,1な っており、いずれも中 可

f代建築物の1't作 といわれている

故官卜‖勿院に隣接している場t山 公卜に今ると、占tllの 令貌を)と渡すことができ

る

天 安 門 登 〃

北京Iドの中′亡ヽにある
'(安
1判 は、1120年 {二 建てられたが、その後、失火によ1)消

り(し 、1651年 に し建されている 1949年 101J‖ 1、  こ‖りて卜11が 中 1'人民共和 可
の成 f4を 高らか1111,|し たところである

ソ(安 Ч広場は‖ 4`方 メートルあ |)、 lα )l」 人を1(″ドできる け占名城中最人のし(1カ

である 人′女 "1広 りヵυ)打 には [洋 舛こ111,の デj像画が飾られている 1「力‖|、 嗜こに

は li lい l_博 1勿館、西には |プ J人をJ丈 ′ヽすること力`できる人民大会 ltがあ |り 、い

ずれもその体容を「なっている

:Jヒ 京空港を
′i後 5+2()分 たの lll‖ 西Jヒ航空 こ山安 |二 何かう 11後ア時、 tl安空

|さ にて
'り

と地ガイトのFl〔 伝itさ んの出迎えをうけ、lif)で 小体11ののち、中rl`

賓館内の lriFi_に て広嘴t風 |1理 の夕食をとる

北京にて

西 安

11月 10日 (金)初雪が降る。

華清 泄

ここ西安は、紀 7Ltt H Iけ 紀のころから2千 年にわたり隆格を極めた唐の都・長安

で、広大な城壁内には性肥な,I殿がそびえ、そこかしこに lI「 きよき長安の香り

が漂っている 日本に仁、//xの教えを広めた弘法人r ll(空 i"L人 )が この地で修
業をしたり、店文化に陶n7tし  41を この地に体げた阿1キ仲 lltル 1は有71である

西安で最初に:訪ねたのは、玄宗 lL帝 とその寵愛を受けた4・/Jrt1/Lの ロマンスでイ「

名で鷲清官で、Plを 入ると■清池があり、池の中に美しい |′ |い 久性の初:体 F象が

ある[こ こでは珍しくll泉 が,"い ていて、楊 rt妃が入ったという湯殿を見物す

る

なお、ここには‖中11争 中、荘介イTが泊まった,1素 な居ネ「71間 庁」があり、

衷山の「騒山」は、ここに,上げ込んだ蒋介イ「が張学良にllら えられて監禁され、

抗 Hl(族統 戦線結成を強要されたという1が 史 11の 出た I「 としても有名である
兵 馬 備抗

このたびの旅行で最も li要 な観 )し地「兵 llyl li抗 」へ向かう ,全中、!|[国 を最初

に統 した奏始叫l帝 (紀 ,Cnt259年 ～前210年 )の「々 墓をバックに全員で記念写
メ〔を撮り、ほどなく兵馬詢耐たに到 411す る                ⌒

1971年3'1に地 ,このIt民 がここにリトリiを掘ったとき、lj然 にいくつかの陶有

片が見つかり、その後、 考 lf学 者が1年あまり
'こ

地調査をしたり試llliを したりし

た後、人′1りの1カ抗であると確認した これが1号 兵1し 11抗である 1り 兵馬角1抗
は束西が230メ ートル、1カ Jヒ 62メ ートル、地ノtか らの深さ45～ 65メ ー トル、総

山i積 1ノ■1千 余
｀
「 方メートルのllliえで、出 liし た陶カカ、陶馬が約6T体と推定され

ているが、等身人の人や馬の陶n力 、陶1与が整然と隊ダ」をネlみ、あたかも地 ドの

始嘔l11,を 守::斐する11人 な11111の ように

'と

られる 陶冑力の形象はそれぞれ異なっ
ていて、人情や態度が′11き ′「 きしており、中1可 ||「代‖夕″!芸術の珠 にといっても

ill lキ ではない 百聞は 見に力|かず、ぜひ)と学されるようお奨めしたい
1976年 に2号 11抗 と3号 11抗が続けて発/Lさ れ、それそれlり 1カわしに劣らない重要

な/LK)と であるといわれており、今後の性‖けに期待したい

出||で 「奏始 :::帝 兵‖,111(11馬 11■物∬i利J集 )の ‖けrを 1‖人すると、1り 兵1lj

l洵抗の14初 の発)と 考である揚志発さん (老人)がサインしてくれる

陳 西歴 史 淳物館

人‖「ンフ),1く に

"|111月

瓜イ11)の り(西 lllk史 卜1物館がある 199111の 開館でF'(rl省

から|||に した教 |万点の中から選はれた逸品が展小されている

大雁塔

il,法 師がll、り1の 保存のために//て た楼円で23喩段の‖1段 をイヽ

安 ∫の令貌が望める

|´夜は姿も形もさまさまな力ヽし餃 rゃ水餃 1・を楽しも口晰安名物

食をとる

唐楽舞 の観劇

,た膵 1か ら,|

「,交 j′ 1要 J υ)タ

夜の8時30分 から1‖キ間、オフシヨンとして,f楽 夕Fを 観凛1する 中1可風に )し しく
オi飾 った′∵い娘の

'F踊

の■やかさもさることなから、

"〔

‖の中で、 ‐人静かに
横fiを :́、 く老人ノ)姿や、り

'11:な

太鼓の型:き は、キ|に印象に残 っ́た

ヨヒ 一暴



の秋を満喫。

攣
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11月 11日 (土 )西安は濃霧。上海は夕方から小雨。

C晰 :夜「r)積 もった|` 色の雪ちt色を,と ながら西安空,さへ向かう 濃霧のため′iIの
なL11■ t≒ tlま )と られなかったし、 11海行きυ)‖ F絆 も少し,Lれた 午前ll時 10分 11海
空1告 二十1性 し、現地カイドの〃J潔好さんの||1迎 えをうける

CI 11海 |ま l可第 1の人都市で、超近代的ビルが林、

'し

て壮観である プラタナスの
街路僣|が 14ち 並び、 |十懐かしいトロリーバスが走っている 街中には自動Ⅲlや

′
|

1曖
|11も 多く、ここでもそれらの間を歩行者が縫うように気1亡 しく歩いている ま
た、高架道路がビルの谷Hlを 走っていた 1)、 建設中のものも多く、街全体が活力こ

づいているように見受けられた

豫 園

約4(X)年 lllり 11ににホ「 允 llと
いうμЧ川省の役人が両親のために作った庭同で、�WЧ な

建物、見1'な‖夕//1、 池あり、築山あり、また0イ |あ りと まことにケ1を 尽くした庭
1草 |である また、庭内を巡らす 11助「の Lに は、青鋼色の陶器で作られた空想の :とが
2匹、 ′ltヽ に [を 年い介うがごとく向かい合いな力

'ら
、 それぞれ50ヽ 60メ ートルに

わたって|れたわ‐,て いる|‖メ|は 、)と るものをして|lil・ lさ せられ/D 建物の壁に「此

地有崇 ‖だ‖1_υ )● 1がかかっていたが、 まさに建物の窓からにの方t色を見て、 さぞ
かし,1奇り1し たことであろう

_卜蓄 博物館

1人卜)物館の つて、いまから30(X)年 以 11も 前の青飾1′+や陶イトを日の当たりに
すると、,あ らためて中可の増[史の悠・・さに想いが及ぶ 収蔵11:は 、総数12万点余り、
蔵P:20ノ J‖Jを 教え、 し‐,く )見たら到底 ‖では見明れないほど大きくて広い

これから中国へ行かれる方ヘ

以 11、 駆け足で私達が口1っ た観光地をヤ1介 したが、これから中国へ行かれる方々
のために、気のイ」いた1手例を挙げて参考に供したい

◆時 差
日本と中1可 との‖14は、1時間の逆戻りとなる すなわち、北京空港に着雌した
‖|、 ″、の時ilは午後3‖130分 を指していたが、現地時間の午後2時30分 にあわせる

◆気 候
H月 における北京と西安の気温は01文前後とかなり冷えj△むので、L4い ド着にセ
ーターなどlね着するとよい 11海 は15度で東京とほぼ同じ気温である

◆両 替
‖1,林 は空港、ホテルなどでしてもらえる 為|ト レートはほぼ135円が1元に両林さ
れる 例えば日本 11の l万 1∫ Jは約710元にΠI替 される りよ地で買い物をする場合、
100元 の商品は‖4く門にして約135011と 換

"す

れば、ll段が高いか安いかのH安
になる なお、各l也にある友1油 :・・l"iで は日本円が使えるので、多額の画tiは しな
ヽヽプブカ

'よ
ヽヽ

◆道 路事 情
1可は、 日本とは反対に自動 |:は イi側逝1●である したがって、道路を横りiす る
卜は、ます左を,こて次にイiを 見る 信号のあるところでも、歩行者優先ではない
ようで、 .IIl 11は 左1り子した 1)イ i折 してくるのでりl心がJ「要だ

◆ トイ レ
11国旅行でトイレカ

'汚
れていたり、|十に女1■ にとっては,日い力

'な
くて恥ずかしい

[1い をしたと日1いて出かけたが、/r・ 11の″、達の「lJれ た観光地や飯荘i、 友it商店な
どは無卜できれいな施設が率っていて′亡ヽ配することはなかった 街中の有オ1ト イ
レも比岐的よく弯lllさ れていた

◆宿 泊 ホ テ ル

北京では「北京ヒルトンJに 2泊、西安では「ハイアット・リージェンシー 西
安Jに 2泊、 L海では「しゃんはいJCマ ンダリンJに 1泊、いずれもアiつ社の高級
ホテルであった

冒頭に記したように、真イ111会 長の始の千香さんが、北京からL海 までの令行程
を私辻 行に同行された 彼女は‖1:年 9'1か ら北京Iドの精準大学に■学されておら
れ、1年余りの需学にもかかわらず、かなり流暢に中国語を話されて、中1l ftの で

きない私辻が14」 ったときには、11,1に通訳の役をりき受けていただくなど、私達に
とってどれほど心強かったか忘れることができない,こ こにあらためて彼女に感謝
の意を表するとともに、稔り多き成果を得て無

=1に
留学を終えられるようL/Jに 析る

次第である

6日 間の短い旅行であったが、 11「代における趾界四人文明のうち、ここ中卜|が最
も進んだ文化をもった地Intではなかったかと、強く自l象づけられた旅でもあった:

おおむね高齢者集|り1であったが、メ〔イ:III会 長のお′し、配りに助けられ、終始なごや
かな雰lH気の中で楽しく過ごすことができ、 さらに怪我や病気にかかる者もなく、
またスリや置きり|き の被告もなく、無事に帰1可できたのは,い であった 謝謝、

(S27政経 上方正巳記)

お

`十

たせしました 哨年イヽ '(候 ′,鋼 ;イ )=よ , ■1171旧|`せてriき ました 地域の方々ヒ
く
'ヽ

る多・111た を歩き  ,ヽ を1 ,よ い浴ひて,(よ Lょ う |■ |力 ,ド lυ )先 11にお■れ″きます

に i=口 iυ ,',々  お孫‖、お rllを おitい |`い 」
口11lP`、 の地ぬ iり tの  '畷 として 1し

'tの
,供■ 子■きたく企11し ました

行 き 先  多ナ丘「,Ii「 「 城相

^い

_を |“ ||‖
`さ

り ■,11か ら 11+ば 11Jり tルt,ま す

1,を 1ヽ 31111 行FIヽ ■ヽ111の ハイキンクです
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「アメリカプロ野球 初の日本人ブレーヤー0三神吾朗を追うJ―佐山和夫氏の講演から

2001年の目黒稲門会新年懇親会の催しは、ノンフィクション作家佐山

和夫氏を迎えての講演会でした。

佐山和夫氏は、昭和11年生まれ、慶応義塾大学文学部英文科卒、スポ

ーツ分野ノンフィクションの第一人者で、特にアメリカ野球への造詣の

深い方です。著作は数が多く列挙し切れませんが,「ベースボールと日

本野球 (中公新書)」 や「ジャップ・ミカドの謎 (文芸春秋社)」 などが

特に有名で、数多くの人に読まれています。皆様もぜひご一読ください。

今回の講演は、この著書「ジャップ・ミカドの謎」の主題で、アメリ

カプロ野球初の日本人プレーヤーは誰かを調査し、遂にはその人が早稲

田大学野球部の先輩で第2回 アメリカ遠征チームのメンバーでもあった

二神吾朗さん (明治41年人部)であることを突きlLめるまでの、興味溢
れるお話でした。

以下、佐山和夫氏の講演内容を、ご著書の “「ジャップ・ミカド」の

謎"の記述で補い、三神吾朗さんのロマンに満ちた人生に迫ってみたい

と思います。

今から十数年まえ、ニグロリーグの歴史を調べるため、アメリカを取

材旅行していた佐山氏は、古い一枚の写真を見て仰天します。その写真

は今から90年近く前の1913年 のもので、当時の強豪チーム「オール・ネ

イションズ」のメンバーが写っていましたが、そのなかに日本人と思わ

れる選手がいるのです。アメリカ野球を研究している佐山氏は、以前に

も「オール・ネイションズ」のメンバーに、ジャップ・ミカドという日

本人がいたらしいことは聞いていました。しかし、さし当たっての関心

事の調査に追われていたため、そのままになっていたのですが、この写

真を見た日を境に、この人が誰であるかの探索にのめり込んでしまった

のです。

先ず「オール・ネイションズ」というチームです。このチームのオー

ナー兼監督はJ・ L・ ウイルキンソンという白人でした。特注した寝台車

に、多くの人種の選手で構成するチームを乗せてアメリカ中をまわり、

各地の強豪チームと試合をしていたのです。

佐山氏が見た写真がのっているコピーには、次のように紹介されてい

ました。<こ のチームにはキューバ人、インディアン、日本人、自人、
黒人などが混在していたが、アメリカ・スポーツの歴史のなかで、これ

ほどの多民族からなる長期のチームを編成して成功したのは、これが最

初であった。………・> そして二人のキューバ人、二人の自人、二人
の黒人などがならぶメンバーのなかには、 ミシガン大学T―の日本人と紹
介されているジャップ・ミカドの名前があったのです。

「オール ネイションズ」は、単なる “どさまわり"のチームではあ
りませんでした。三人の自人選手は後に大リーグに上がり、ニューヨー

ク ヤンキースやシカゴ ホワイトソックスなどの選手になっています
し、投手陣の双璧黒人投手のジョン ドナルドソンとキューバ出身のホ
セ・メンデスは、大リーグを合むレベルでも一流にランクされる投手だ

ったのです。

1994年 の秋、化山氏はシカゴでジャップ・ミカドに関する資料を探し

ていました。「オール・ネイションズ」はシカゴを中′とヽに巡業していた

からです。図書館を訪ね、当時の新聞から関係記事を調査していた佐山

氏は、インディアナポリスの図書館でジャップ ミカドについて述べて
いる新聞記事に初めてめぐり合います。それは1914年 6り 15日 の「オマ

ハ ワールド ヘラルドJの「オール ネイションズ」の紹介記事のな
かにあり、<……  シカゴ大学出の日本人外野手ミカマ (ヽIikanla)
が、今週から「オール・ネイションズ」に力nわ るだろう>と 書いてあっ

たのです。またカンザス州キングマンの新聞「ザ・リーダー・クーリア」

には<……  メンバーには、りtの色があまりにもll、 1いために人リーグ
には入れないキューバ人選手ホセ メンデスのほか、イリノイ州ゲイル
ズバーグにあるノックス カレッジでキャプテンをしていた日本人選手
ナイト マカミ (Naitoヽ lakanli)… ……  >と いう紹介記事があった
のです。

佐山氏はその後も調査を進め、各地の新聞でジャップ・ミカドについ

ての記事を見つけだします。しかし、その名前はミカド、 ミカマ、マカ
ミ、マクム、マック、カミ、マッカミ、マコミなどとメ:かれていて、出

身校もミシガン大学、シカゴ大学、ノックス・カレッジと多種多様でで

した。

仏:山氏はこの‖キの心境を、著メトのなかで「私は迷路に迷い込んでいた。

途方に暮れていたといっていいのだろう。ジャップ・ミカドのlF式の名

前も、経歴も、何も分からないのだからJと 書いておられます。

その後の調査で、ジャップ ミカドはアメリカに遠征した日本の大学
チームのメンバーだったらしいことが分かりましたが、これも決め手に

昭和33年・商学部卒 八幡和三郎

はなりませんでした。まさにジャップ・ミカドの謎は、謎のまま消え去

らねばならない運命にあるのかと思えました。

ところが佐山氏の友人、Y氏からの「ジャップ・ミカドというのは、

早稲田大学の選手だった三神吾朗さんではないでしょうか」という電話

で、一気に謎がとけてきます。前後してMikami(ミ カミ)と いう名前
が記載されている新聞も見つかりました。それは「ライアン・リポータ

ー」紙の記事で<二回オール・ネイションズは、 ドナルドソンが二塁打
で出塁。ダンバーの犠打で三塁へ進んだ。そこで日本人選手ミカミ

(Mikami、 the」ap)が投手返しの猛烈な一撃。ドナルドソンが生還した。
・……>と 書いてありました。そこには間違いなくミカミの名前があった

のです。

ジャップという呼び方は、一般に日本人に対する蔑称といわれていま

す。しかし佐山氏によれば、必ずしも蔑称だけではなく、普通の日本人

をあらわす意味もあったそうです。特に新聞の見出しなどで、日本人を

表すとき「Japanese」 では長すぎるので、「Jap」 と省略されたのなどが

その例になります。

三神吾朗さんがジャップ ミカドであると確信した佐山氏は、次なる
ステップに入ります。この時の心境を「彼の早稲田でのプレーぶり、ノ

ックス・カレッジでの様子など、調べれば徐々に分かってくるだろう。

それより問題は、彼の家族の方々が、一体、どこにおられるからだ。も

しもご家族のどなたかにあうことができれば、「ミカドの謎」も本
+~・l

に解けるだろう。「オール・ネイションズ」に入団したいきさつなと ,
聞かせてもらえるかもしれない。その後、彼がどうされたかもぜひ知り

たいところだ」と書いておられますc

三神吾朗さんの経歴や家族の状況は、ノックス・カレッジの同窓会記

録にありました。

<三神吾朗、1889年 (明治22年)生まれ 山梨県甲府市出身。1912年 早
稲田大学卒業。1916年 から17年 までイリノイ大学に在籍 修士の学位取
得。1921年東京にて結婚 妻の名はMiyOko。 子供はAtukoと JunkOの二
人。三井物産に勤務 部長。のちにコトブキ・シーティング・カンパニ
ー取締役。1958年死去。自宅は東京都目黒自由が丘。>がそれです。

時を経ずして佐山氏は当時93歳の美代子夫人に会うために自由が丘の

三神家を訪問します。三神吾朗さんがジャップ・ミカドであることを確

認するのが目的でした。しかし美代子夫人の話は期待通りにはいきませ

んでした。夫人は「早稲田で野球をやっていました。ノックス・カレッ

ジでもキャプテンをしていたと聞いています。しかし日本にプロ野球が

できた時も『プロなんて、あんなもの』と言っていましたから、アメリ

カでそれに携わっていたことはないと思います」とあっさり否定されて

しまったのです。

期待は外れましたが、状況証拠からみて三神さんこそがジャップ・ミ

カドに違いないと思う佐山氏は、その後も調査を続けます。そして三神

家は大地主で、鈴々たる人物が輩出している地方の名家であること  ｀

が分かってきます。また、当時の学生選手が夏休みに、プロ野球でノレ

ーしている多くの例があることを知り確信を深めますが、三神さんがプ

ロでプレーした決め手がありませんでした。

しかし、美代子夫人の写真を撮るために三神家を再訪した佐山氏は、

遂に決定的なiE拠に出会います。それは、夫人が「こんなものがあるの

を思い出しましてね…・・」と出してくださったllfい紙袋の書簡類のな

かににありました。イリノイ大学の卒業証吉、ノックス カレッジのペ
ナントなどと ^緒に保存されていたものですc仏:山氏は一通の絵葉占を

見て、ギクリとしましたcなんとその絵葉書の宛名は、「ミネソタ州ス
レイトン i料 lι :朗様Jで、そのあとに「オール・ネイションズIli・球|‖
気付 (care of A‖ N ations Ball Club)」 と明記してあったのです。卜1じ

宛名の手紙は他にも 1通ありました。ながい探索のあと佐山氏は、遂に

ジャップ・ミカドが 1神 ri劇lさ んである南E拠に辿りついたのです。

(あとがき)

会場には長女の淳子さん、次女の順子さんを始めこ親戚の方が出席さ

れましたが、特に姪にあたる三神美和さん (元東京女子医大附属病院長。

96歳で現役の医師)が、「小学生の頃、吾朗叔父さんから海外遠征のお
土産に赤いリボンを貰つたのは、忘れられない思い出です」と語ると、

会場からは期せずして感歎のどよめきと拍手が湧き上がりました。

エンディングには、三神さんがノックスで愛唱していた「ティペラリ
ー」のメロディーが流れ、感動とロマン溢れる講演会は終わりました。

最後に、佐山先生本当に有り難うこざいました。和歌山県の田辺市から

わざわざお出かけ頂き、心より御礼申しあげます。


